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1)開発の動機

ファイル名の変更の必要性が出てきたが、単純に変更するとすでにあるファイルと名前が
重複する。いちいち付加番を振りながら変更するのは、大変なのでフリーソフトを探した。
すでに、公開されているものがあったが、自分の要求に合わなかったので、開発することにした。
また、ホームページを更新すると bkup　が勝手に取られるが、ホームページビルダーでアップする時は
問題ないのだか、フリーのFFFTPなどでアップする際は、不要なものまでアップすることになるので
削除したい。フォルダにまたがって作成されているので、エクスプローラで削除するのは手間がかかる。

2)画面の構成と特徴
1)できること

①対象ファイルのあるフォルダの指定ができる。
* 装置を選ぶとフォルダ一覧がでるのでそこから選択する。
* 上位のフォルダを指定すると下位のフォルダは対象になる。
* 一旦対象にしたフォルダを除外する。

②ファイル名の変更ができる。
　　　 * 名前が重複した場合は、付加番を自動で付与してコピーしたり、対象外にする。
　　　 * 接頭語や接尾語を付与する。
③ファイル名の変更とフォルダーの変更は別々に指定できる。
　　　 * 変更したフォルダが存在しない場合は、自動的に作成する。
④ファイル名の変更とフォルダ移動が一度でできる。
⑤ファイルの削除と空になったフォルダの削除ができる。
⑥ファイル単位で、変更・削除の指定ができる。(V2より。V１は一括で変換)
⑦タイムスタンプを変更する

      できないこと
①一度にフォルダの階層を２つ以上深くすること

*　操作を繰り返すことで可能
　　　　　
2)使い方の概要は

画面１：開始・・・・・・・・・・・・・切替えまたは移動するファイルのあるフォルダ指定する
画面2：リネーム処理・・・・・・・ファイル名の切替えと移動対象ファイルを指定する
画面3：フォルダ切替え・・・・・・リネームや移動して保管するフォルダ名の切替えを指示する(オプション処理)
画面4：置換処理・・・・・・・・・・リネームや移動処理をする(付加番付与はここで行う)
画面5：削除処理・・・・・・・・・・ファイルの削除と空になったフォルダの削除をする
画面6：ファイル単位の処理・・・・・・・・・・ファイルの削除と名前変更をファイル一覧から指定しながら処理する
画面7：タイムスタンプの変更処理・・・・・・・・・・ファイルとフォルダのタイムスタンプを変更する
と６画面構成になっており、確認しながら指示ができる。

3)使用に当たっての注意事項
大切なファイルの操作です。事前に必ずバックアップをとってください。
(削除はV２.8以降では、システムまたは私設のゴミ箱に入れますが、ご自分の環境での事前確認はするようにしてください)

３.画面別操作説明
　　１)第１画面

その1

フォルダをクリックして対象の候補
（ダブルクリックは即一覧に追加）



その2

　　２)第２画面
その1

⑤対象フォルダをクリックすると「このボ
タンで対象から削除」が出てくるので、こ
のボタンをクリックすると対象から除外
される。

⑥対象フォルダの指定がすべてす
んだら、「ファイル名の切替処理に
進む」ボタンをクリックする。

* 取り込む直前に戻
す。

横幅はここで変
更

①変更したい今の文字列を指
定 (¥マークはファイル名では
ないため一致しない)

②変更した後の文字列を指定

⑤切替処理の実行指示

③接頭語または接尾語を指定し、
このボタンでどちらかを指定

④半角括弧と：を全角に
したい時にチェックする

やり直し

削除処理は5
に

ファイル単位の処理をすると
きはこのボタンをクリックす
る

④指定したフォルダが「対象フォルダ」に下位のフォル
ダも含めて対象として一覧に表示される。



その２

　　３)第３画面
その1

リネームまたはコピー先のフォルダを変更
[注]　この画面は、第４画面でフォルダの切り替えを指示した際に遷移する。

⑥切替えチェックで対象ファイルと切替後
の一覧が表示される

⑦確認してよければ確定をクリッ
ク

置換える文字を指定しないと、確認メッセージが出るが、
実行するとフォルダがひとつ減り、上位のフォルダに統合
される。

<補足説明>
フォルダの統合処理
　・¥test1と¥test2 を　test1 に統合する場合は
　　　　切替えたいフォルダ名に　¥test2  置換える文字を　¥test1
      * ¥test2 にあるファイルが　¥test1 に統合される。その際名前が重複すると付加番がつけられる。
　・置換える文字を　null(空白)にすると　ひとつ上のフォルダに統合される

フォルダの分割処理
　・ファイル名で絞込みができる場合(対象ファイルの名前に共通部分がある場合)
　　：絞り込んだファイル後でファルダ設定で、 切替えたいフォルダ名で　今のフォルダを指示　¥ ¥test1のように指
定。
　　：置換える文字に　¥NewFolder  と指定する。　NewFolder は、新しく作るフォルダの名前(既存でもかまわない)
  ・ファイル名で絞込みができない場合
　　：何度かに分けて処理してください
　　　* 絞り込む際、共通になる接頭語を一旦つけて、その後で、接頭語の削除とフォルダ移動を一緒にするとでき
ます。
　　　　複合条件の指定をできるようにする方法もありますが、使い方がどうしても複雑になりますので、利用する際
の

¥マークはフォルダの区切り文字な
ので検索対象になる。



　　４)第４画面
その1
リネームと移動を実際に行う画面

　　５)第５画面
その1

処理オプションで重複した名前の処理が変わる。

第３画面に遷移するので受け
側のフォルダが変更できる。

このボタンをクリックす
ると実行される。

削除したいファイル名に含ま
れる文字列を指定して検索
する

検索条件を満足したファイルの一覧
特定行をクリックすると削除対象に追加される

このボタンで削除が実行され
るる。ファルダが空になったら
フォルダも削除するなら、
チェックボックスをチェックす
る。

特定行をクリックすると削除対象か
ら除外される



　　６)第６画面
その1
ファイル単位に個別に指定しながら名前の変更と削除をおこなう

　　7)第7画面
タイムスタンプの変更

左クリックとシフト、コントロールキーの
複合で複数または範囲指定が可能

変更は、ここで行なう。フォルダ
の変更もできる。ただし、名前変
更は１ファイル単位になる。

この表のどこかを右クリックすると削除または変
更処理がされる

ファイルを削除する際のゴミ箱指定
私設ゴミ箱はＣ：￥Ｔｒｕｓｈのように指
定。フォルダがないと自動的作成

間違って削除した場合の戻し処理は、削除した日時でゴミ箱フォルダを作
成して保管していますので、この仕組みでゴミ箱フォルダを対象にすると戻
すこともできます。Exploerでももちろん可能です。

タイムスタンプで
選択したファイル
の削除もできます

選択したファイル/フォ
ルダのタイムスタンプを
指定した日時に変更し
ます

特定のファイルを一覧からさらに絞り
込むこともできます

対象にする作成日を西暦形式で指定します　この
まま(YYYY/MM/DD)だとすべてが対象になります

作成時刻をHH:MM:SS形式で指定しま
す　このままだとすべてが対象になりま
す


